
 

＜参考：現行プランの概要＞ 

（基本理念） 

人と人、人と地域の結びつきが強い鳥取県の特性や強みを活かし、子ども･若者が社会に巣立ち、羽ばた

くことのできる環境を目指します。 
  

（プランの体系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和4年度 第 1回県政参画電子アンケート 

「とっとり若者自立応援プラン」改訂に関するアンケート結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    「とっとり若者自立応援プラン」改訂に関するアンケート 

〇実施期間  令和4年4月 28日～5月9日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   689名 

〇回答数    422名(回答率 61.24％) 

２ 目的・概要 

鳥取県では、平成24年３月に子ども・若者の育成支援に係る取組方針である「とっとり若者自立応

援プラン（以下「プラン」という。）」を定め、青少年の健全育成等に向けた施策を推進しています。現行

プランの計画期間が令和４年度末で満了することに伴い、青少年を取り巻いている現在の社会的な課

題への対応等を踏まえ、改訂を行うこととしています。 

今回のアンケートは、プランの改訂にあたり県民の皆様に改訂の方向性等についてあらかじめお聴

きし、鳥取県の目指すべき姿を県民の皆様と共有するために実施するものです。 

 職業生活のスタートを応援 

子ども･若者の 

巣立ちを応援 

困難な状況 

からの自立 

支援の質の向上 

困難な状況に応じた子ども･若者と家族への支援 

心身ともに健やかな成長を促す環境づくり 

互いに支え合う関係づくり 

様々な事柄に伸び伸びとチャレンジできる環境整備 

○社会で必要なコミュニケーション能力の向上、雇用のミスマッチの解消、雇用・労働環境の向上、 

雇用機会の確保 

○自然体験・スポーツ・文化・地域づくり等の多様な活動の充実、グローバル人材等の育成 

○地域活動・ボランティア活動の充実等 

○インターネット利用環境・ペアレンタルコントロールの啓発強化、児童虐待・薬物乱用 

・不審者対策・犯罪対策等 

○貧困、ニート、ひきこもり、不登校、高校中退、自死、非行防止等への対応、障がい者・ 

性的マイノリティ・外国人等への支援 

○相談機関の周知・利用促進、研修の充実、関係機関の連携 



 

【問 1】鳥取県では、プランの体系に沿って子ども・若者に対する施策を進めていますが、現

在の取組は充実していると思いますか。 

 

 

 

 

【問 2-1】近年、社会問題化している子ども・若者に関する事案で、あなたが特に関心がある

ことについて、選択してください。 

 
※複数回答、回答者422名 
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1 そう思う

2 どちらかといえばそう思う

3 どちらかといえばそう思わない

4 そう思わない

5 分からない

人数

18.0%

7.3%

19.7%

168

113

34

40

70

187

116
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１ 児童虐待について

２ 虐待を受けた子どもなど養育環境に関し、社会的な養護が必

要な子どもについて（里親・児童養護施設等による支援など）

３ 社会的養育を受けている子どもの意見表明や聴取、意見の代

弁（アドボカシー制度）など、子どもの権利保障について

４ ケアリーバー（児童養護施設等の入所措置から離れた子ど

も・若者）における問題ついて

５ ひとり親家庭における問題について

６ ヤングケアラー（援助を必要とする親族等、身近な人に対し

て、介護、看護、日常生活上の援助を提供している子ども・若

者）における問題について

７ 子どもの貧困について

８ その他

９ 分からない

人数(複数回答)

8.5% 

46.4% 



 

【問 2-2】近年、社会問題化している子ども・若者に関する事案で、あなたが特に関心があ

ることについて、選択してください。 

 

※複数回答、回答者422名 

 

 

【問 3】プランの計画期間の終期が令和5年3月となっており、今後、プランの改訂を予定

しています。改訂後のプラン（令和 5年度以降の計画）における基本理念、体系等につい

て、あなたはどう考えられますか。 
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61

61

19

63

32
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0 50 100 150 200 250

１ インターネットに起因するいじめや誹謗中傷、犯罪被害につ

いて

２ 子どもの性被害について

３ いじめ・不登校について

４ 子ども・若者における自死について

５ ひきこもりについて

６ 成年年齢引下げについて

７ 体験活動（生活、文化、自然、社会体験等）機会の減少によ

る影響、それに伴う問題について

８ Well-being（一時的な幸せの感情ではなく、身体的・精神的・

社会的に良好な状態）の観点からの子どもの幸福について

９ 孤独・孤立に陥っている子どもにおける問題、子どもの居場

所の確保について

10 若者の就労について

11 その他

12 分からない

人数(複数回答)

257

26

5

134

0 50 100 150 200 250 300

１ 現行のプランをベースに必要な追加、修正を行う

２ 現行のプランを抜本的に変更する

３ その他

４ 分からない

人数

60.9%

6.2%

1.2%

31.8%


